
　

　▼…「元気を出してみんなで明るい

21世紀を迎えましょう」。三重県紀勢町

が、土砂採取に対する協力金を基に全

町民に配布する「元気代」5万 2001円

を納めた封筒には、こう記されている。

額面は「ＧＯ（ゴー）2001年」の語呂

合わせにほかならない。「一隅に光を」

という町長の政治信念に基づいた現金

配分なのだという。

　▼…同じ端数の1円を、こちらは住民

が拠出する。愛知県豊明市、長久手町な

ど 5市町は、2001年から水道水 1トン

につき1円を水道料金に上乗せして積み

立てることになった。用水を供給する

木曽川上流の水源を守るためだ。10年

間で 3億円の基金造成を目指している。

木を植え、緑を守る「百年の計」の新し

い一歩となる。

　▼…人口 800人にも満たない岐阜県

高根村。2001年を平和の篝火をたきな

がらカウントダウンで迎える。全国の

子どもたちから寄せられたメッセージ

を基に、平和で誰もがイキイキとした

世界の実現を目指す「21世紀高根村宣

言」を行うことになっている。

　▼…振り返れば、「ナンダカンダ」

「Love2000」「泣かせ雨」「なかったコト

にして」「みんなでワーッハッハ！」

「THANK YOU 4EVERY DAY EVERY

BODY」。そして 2001年は「楽園」「夢

ひとすじ」「山河」「ブルースカイ　ブ

ルー」「花も嵐も」「水・陸・そら、無限

大」。新世紀に町や村、人々の夢と願い

が託される。　　　　　　　　　（梶）

Love2000、2001無限大

　●行政評価・実践編　……………　首長が抱く期待と幻想
　●212ふるさと情報　……………　まちの今日・明日が見えてくる
　●最前線リポート　………………　人口2千人の町のスーパー・シンクタンク
　●自治体北南　……………………　風力発電の村、活用アイデアは住民に
　●ＢＯＯＫ    ………………………　ローカル・ルールをつくる
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リストラ・効率化に威力発揮？！
　下のグラフは、北海道市町村

振興協会の政策評価システム

研究会が99年12月に全道の市

町村長を対象に実施したアン

ケート調査の抜粋です。設問は

「政策評価に対するプラスイ

メージは？」。

　「行財政運営の効率化（62.2

％）」が第 1位に挙げられたの

は、厳しい財政運営を背景に、

当然の見方といえるでしょう。

第4位の「スクラップ・アンド・

ビルドが進む」という見方と合

わせて、大多数の首長が財政

健全化と政策評価を結び付け

て考えていることがうかがえ

ます。現に、政策評価の先進自

治体・三重県では、初年度に

268件の事務事業を廃止し、こ

れにより約60億円の経費を節

減しています。

　■明確な理念と住民参加

　恐らくこれらの実績が頭に

あっての回答でしょうが、「評

価＝行財政改革」とする考え

には、大きな落とし穴が潜んで

いることに注意を要します。

　一つは、効率性の追求が、安

易な、あるいは苦し紛れの「リ

ストラ行政」につながりかねな

い危険をはらんでいるというこ

とです。スクラップされた事業

は民間委託などに回されること

になりますが、少なくとも「公

的」な意味合いを帯びていた事

業ですから、官民の役割分担に

ついての明確な理念が求められ

ます。同時に、評価に基づく政

策・事業の「選択」に当たって

は住民の意思が反映されなけれ

ばなりません。

　もう一つの問題は、政策評価

はスクラップには有効でも、新

たな政策・事業の選択・構築に

は力を発揮しにくいことです。

評価と同時に政策立案のシステ

ムも求められているわけです。

　政策評価は、回答の第3位に

あるように、行政に対する住民

の理解を深める働きがありま

す。しかし、本質的な目的はそ

こにとどまらず、政策論議・ま

ちづくりに住民を巻き込むこと

にあります。住民参加型の地方

自治を進める重要なツール（道

具）として捕らえる視点が、必

要だと思います。2
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他市町村との比較によって自分の位置がわかる

総合計画に対応した予算編成や執行ができるようになる

事業計画の進捗管理がより的確にできるようになる

事業を担当する職員の意識改革に役立つ

各事業のスクラップ・アンド・ビルドが進むようになる

自治体の政策立案能力の向上につながる

結果やプロセスの公開で住民の行政活動に対する理解が深
まる

厳しい財政状況の中にあって効率的な行財政運営が可能に
なる

行政評価～期待と幻想行政評価～期待と幻想

政策評価に対する首長のプラスイメージ

（回答数 201、複数回答）
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評価数値の「一人歩き」が怖い？！
　前ページのグラフと同様に

右のグラフも、全道の市町村長

アンケートからの抜粋です。今

度は、政策評価に対するマイナ

スイメージを聞いたものです。

　上位の二つ「結果の数値が一

人歩きする」「成果は数値で表

しきれない」は、ともに60％を

超え、「数値」に関わっている

点でも共通しています。しか

し、行政評価は、評価を数量化

することで客観性を持たせ、目

標に向けた進行管理を徹底し、

行政判断の材料にしようとす

るものですから、「数値」が生

命線ともいえます。

　「数値が一人歩きしないか」

というのは、恐らく「数値がす

べてを語る」という前提から来

る懸念・警戒感の表れだろうと

思います。しかし、行政評価で

扱う数値は「指標」であり、あ

くまでも判断材料となる「目

安」でしかありません。どんな

評価指標も行政活動の全てを

表すことなどなく、その数値が

自動的に何かを決めたり、動か

していくことはありません。

　■ジレンマ突破のカギ

　また、このマイナスイメージ

は、「行政が数値の虜になるの

では」といった不安の表れかも

知れません。特に、目標数値は

首長にとっては大きなプレッ

シャーとなります。たとえば

「資源ごみの百％リサイクル」
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評価結果の数値だけが一人歩きし
てしまう恐れがある

成果を数値で表せないものが多く
活用の範囲が限られる

評価に必要なデータ収集や評価の
プロセスに膨大なコストがかかる

単純に比較できないものについて
も他市町村と比較されてしまう

仕組みだけ導入しても職員の意識
や理解がついていかない

評価指標に信頼が持てない

評価結果が次年度以降の予算にリ
ンケージしない

単なる経費削減策の方便に過ぎな
い

その他

を掲げても、住民の協力なしに

は達成できないから、なかなか

行政として宣言したくともで

きないという状況はあります。

　このジレンマは、実は住民参

加や企業などとのパートナー

シップといった言葉に解決の

カギがあります。そして、協働

型のまちづくりの起点になる

のが行政評価であり、住民・企

業・行政が知恵を寄せ集める際

の「共通のものさし」として「数

値」が意味を持ってくるので

す。

　アンケートでは、「他市町村

との比較」に対する懸念が32.8

％を占めました。「数値の一人

歩き」と同根の不安だろうと思

いますが、指標を他と比較する

ことは重要なことです。無論、

比較対象は選ばねばなりませ

んが、職員の意識向上や住民参

加の機運を高める大きなイン

パクトを持っているからです。

　これらのマイナスイメージ

が行政評価導入にどの程度ブ

レーキになっているのか、この

アンケート結果からはわかり

ません。しかし、問題解決のた

めに地域の知恵を寄せ集める。

みんなで考え、判断する共通の

材料を持つ～という視点に立

てば、行政評価はまちづくりの

強力な武器になるはずです。

政策評価に対する首長のマイナスイメージ
（回答数 201、複数回答）
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　胆振管内白老町では二年が

かりで情報公開条例を制定し、

今年一月から施行に踏み切り

ました。注目したいのは、当初

から作業過程が公開され、町民

参加の下で進められたことで

す。住民の声をできるだけ反映

させるために、十人の民間人を

検討作業に加え、うち三人は一

般から公募しました。プロセス

を絶えず公開することで条例

に対する住民の意識が高まり、

利用する側に立った意見や工

夫も出されました。

　■「知る・考える」ところから

　権力と住民参加の考え方を

社会学者のシェリー・アーンス

タインは「参加の梯子」という

図式で表しましたが、住民の側

がどう参加していくかは六段

階のステップで表現すること

ができます。梯子に対して「住

民参加の階段」とでも名付けま

しょうか。

　最初のステップは、「聞く・知

る」ところから始まります。広

報紙などを読むことや市役所

に照会すること、グループで見

学することなども含めて、情報

を収集することが参加の第一

歩となります。第二段階は、得

られた情報を基に点検や評価、

比較をする「考える」こと。そ

うした点検の結果から今

度は「要求・提案」の段階

にステップアップします。

ごみ処理についての苦情

や、公共料金の引き下げ

参 加 の 階 段

行政もこれを積極的に政策や

施策に反映するという形態で

す。

　さらに行政と住民とのパー

トナーシップにより政策実現

や事業推進を図る段階を経て、

最上段では住民自身が管理・運

営することになります。いずれ

にしても参加の度合がステッ

プアップするほど、情報の共有

が重要な要素となります。

　住民参加によるまちづくり

は情報の共有化が重要なテー

マだと考えたニセコ町では、町

民が町の情報を活用したり、将

来にわたってまちづくりに参

加できる仕組みを定めた「まち

づくり基本条例」の制定を目指

しています。情報の「公開」か

ら「活用」への進化ともいえま

す。

　（地域メディア研究所

　　　　　代表・梶田　博昭）

　■一方通行から双方向へ

　これまで一般的に言われて

きた住民参加は、概ねこの段階

までです。町政懇談会で町長が

地区を回りながら住民の意見

を聴くとか、市政モニターを委

嘱するといった形が取られま

す。どちらかというと「一方通

行」型といっていいでしょう。

　最近は、職員が個別のテーマ

について住民と直接やり取り

する「出前講座」や町長室で懇

談に応じたり、インターネット

上で一問一答を交わしたりと

いったコミュニケーションが

重視される傾向も見せていま

す。いわば住民と行政との間の

コミュニケーションが「双方向

型」にシフトされてきているの

が特徴です。

　第四段階では住民がより直

接的に行政に「加わる」という

形を見せます。白老町の条例制

定作業のように住民が条例づ

くりや計画づくりに参画して、

２１２２１２の21世紀を考える
良くわかるマチづくり講座

4 情報編

要望などもこ

の中に入るで

しょう。

条例制定の検討作業に住民が参画

410
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　■ 12/20　渡島支庁「縄文ロード形成推進連

絡会議」を設置 　渡島支庁管内には、噴火湾沿

岸を中心に縄文時代の遺跡が750余り点在。こ

れらの縄文遺跡を有機的に連携させ、学習や研

究の場として、また観光資源として活用するた

め、98年度から２カ年で「遺跡の郷・縄文ロー

ド」の形成に取り組んできたそうです。連絡協

議会は縄文を活用した地域づくりの気運が浸透

してきたことから、構成機関が実施するイベン

ト等を支援するのが狙いのようです。

　http://www.oshima.pref.hokkaido.jp/

　■12/20　函館市　観光情報が満載　「観光情

報」ページが大幅リニューアルされています。

マップやリストをふんだんに使い、モデルコー

スやイベントカレンダーなども掲載。ちょっと

したガイドブックなみのボリュームです。

　http://www.city.hakodate.hokkaido.jp/

　■12/19　占冠村　開基９０周年写真集 　開

基９０周年記念事業の一環として制作した写真

集「ヴィレッジ・ジャパン」の特別提供情報が

掲載されています。「写真家ニコラス・デュボア

の撮影によるもので、季節の移ろいや飾り気の

ない日常、光と影が織りなす幻影など占冠村の

息づかいを見事に伝えている」そうです。価格

は千円（税込み・送料別・日本国内のみ）。

　http://www.furano.ne.jp/shimukappu/

　■12/19　札幌市　オンブズマン条例 　第４

回定例市議会で 12月 12日に可決，同日公布さ

れた同条例へのリンクがアップされています。

新着・更新情報から「オンブズマン」へ。

　http://www.city.sapporo.jp/city/

　■ 12/18　羅臼町　冬の知床の今 　「らうす

日記」に今冬の知床の美しい写真がアップされ

212ふるさと情報
拾い読み

ＨＰ
ています。知床連山や羅臼岳、凍りはじめた知

床の川などの写真に交じり「シュカブラ」の写

真があります。シュカブラというのは雪の上を

歩いた際、押しつぶされた雪がかたまり、その

後、強い風が吹き付けて、まわりの固まってい

ない雪が吹き飛んで雪原に描かれたレリーフの

ことのようです。掲載されているのはキタキツ

ネのものらしく、厳しい自然の中で、動物たち

がたくましく生きていることを感じさせてくれ

ます。

　http://www.muratasystem.or.jp/~rausu/

　■12/18　留萌市　20世紀最後の夕日を見よ

う in黄金岬 　夕陽のまち「るもい」が「海のふ

るさと館」で 12月 31日（日）午後３時～４時

３０分開催。○×クイズ大会などのほか今世紀

最後の夕陽に立ち会ったことを証明する「記念

証明書」を無料で発行するそうです。

　http://www1.sphere.ne.jp/rumoi/

　■ 12/15　夕張市　ゆうばり国際ファンタス

ティック映画祭 　12回目を迎える同映画祭の

ホームページが13日に開設され、夕張市のホー

ムページからリンクされています。開催期間は

2001年 2月 15日(木)～ 19日(月)。宿泊情報な

どが掲載されています。

　http://www.city.yubari.hokkaido.jp/
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　【12月のニューページ】

　12月に入ってから存在が確認できた町村ホー

ムページがいくつかあります。渡島管内砂原町

公式ページは、掲示板の書き込みでは12月５日

の開設のようです。また、十勝管内音更町のホー

ムページも12月4日の開設となっています。さ

らに日高管内門別町公式ホームページも、更新

履歴が発見できないのではっきりとは言えませ

んが、ごく最近開設されたようです（違ってい

たらごめんなさい）。一部にリンク等が未整備の

ところもありますが、いずれも意欲的な構成で、

今後の情報充実に期待が持てます。新ページ、新

情報などありましたら、事務局または公式サイト「com212.com」のwebmasterまでご連絡

下さい。（Ｅ -mail : webmaster@com212.com）

（00/12/19）

　網走管内生田原町のいくたはら高原だよりは

町民向け広報サイトとしては、道内町村ホーム

ページのトップと言っていいと思い

ます。更新は休日を除く毎日で、予

告された町内行事が実施の翌日には

きちんと「結果記事」に。町内でそ

の日何があり、前日までに何があっ

たかがひと目で分かります。町民の

ための情報がコンパクトにまとめら

れており、15日のチェックでは「ひ

まわり学園交流盛大に」「書き損じハ

ガキにご協力を」「死亡交通事故ゼロ

５００日達成」「家電リサイクル法来

年４月スタート」などの記事がアッ

プされています。町村の広報担当者

には参考になるページでは。

（00/12/15）

生田原の今日・明日が見える

　【広報サイトのお手本】

212ふるさと情報
拾い読み

ＨＰ

http://www.ohotuku26.or.jp/ikutahara/

http://www.town.mombetsu.hokkaido.jp/
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NEWS 　●12/20　豊明市

（愛知県）　水道料上

乗せで木曽の水源か

ん養林保全基金

　木曽川の水を上水

道に使っている愛知

中部水道企業団は、

2001年 6月から水

●

●

●

道使用量1トン当たり1円を水道料に上乗せし

て徴収し、上乗せ分を「水道水源環境保全基

金」として積み立てる条例案を企業団議会定

例会に提出する。約10年で原資 3億円を積み

立て、木曽広域連合と協議しながら植林や森

林買収などの水源かん養林保全事業を進める

計画。

　●12/20　鴨島町（徳島県）　公共事業評価

制度を導入

　鴨島町は、公共事業の進ちょく状況などを

点検し、事業見直しや予算の効率的な配分に

つなげるための「事務事業評価システム」を導

入、2001年度予算編成作業から運用を開始し

た。予算編成前に「事前評価票」、決算確定時

に「事後評価票」を担当部署が総務課財政係に

提出する。評価票を基に予算編成担当者が検

討し、最終的に町長が事業採択の可否や、継

続・休止・中止を判断する。

　●12/19　ニセコ町（北海道）　町民投票制

盛り込んだまちづくり条例提案

　後志管内ニセコ町は、定例町議会に、住民参

加と、町民と町の情報共有を柱とした「まちづ

くり基本条例」案を提出した。町民投票制度や

20歳以下でもまちづくりへの参加権利を明記

した。町民投票は、地方自治法に基づく直接請

求の手続きを経なくても、町にかかわる重要

事項について、町民の意思を確認するため実

施することができる、としている。

　● 12/18　富岡市、安中市（群馬県）　職員

の合同研修開催で協定

　富岡市と安中市が、合同職員研修に関する

協定を締結した。2001年4月から年8回程度、

新規採用職員から管理職まで各種の研修を合

同で実施する。両市とも全研修の約8割を合同

で行うことにより、必要経費は従来の半分の

約100万円に削減できる見通し。異なる自治体

の職員が一緒に学ぶことで視野が広がったり、

講師の多様化などの効果も期待されている。

　●12/14　天栄村（福島県）　自治体単独で

国内最大級の風力発電所が完成　

　風力発電をシンボルとしたむらづくり「風

の谷・光の谷のＴｅｎ－ｅｉ構想」を進めてい

る天栄村に、自治体単独としては国内最大級

の風力発電所が完成した。１基 750キロワッ

ト、4基合わせて３千キロワットの最高出力を

持つ。年間で一般家庭約1800世帯分に相当す

る６４０万キロワット時の発電能力を持つ。

電力の利用法は村民からアイデアを募集する。

　●12/14　様似町（北海道）　男女共同参画

条例を可決

日高管内様似町議会は、町男女共同参画条例

　を可決した。男女共同参画社会を「男女が性

別にかかわりなく個人として尊重され、対等

な立場であらゆる分野の活動に参画し、責任

を分かち合う社会」と定義し、男女間における

暴力、虐待を禁止している。

　●12/14　鹿屋市（鹿児島県）　市街地活性

化目指し第三セクター

　鹿屋市と鹿屋商工会議所などが出資して、

同市の中心市街地活性化事業に取り組む第三

セクター「まちづくり鹿屋」（資本金千万円）が

発足した。中小小売商業高度化事業（ＴＭＯ）

構想に盛り込まれた景観整備事業や大型商業

ビルの管理、運営などを行う。「バラのまち」と

して、バラに関連した特産品の開発や文化事

業にも取り組む計画。

●

●

● ●



webwebwebwebweb版版版版版 URL    http://www07.u-page.so-net.ne.jp/rg7/h-kazzy/URL    http://www07.u-page.so-net.ne.jp/rg7/h-kazzy/URL    http://www07.u-page.so-net.ne.jp/rg7/h-kazzy/URL    http://www07.u-page.so-net.ne.jp/rg7/h-kazzy/URL    http://www07.u-page.so-net.ne.jp/rg7/h-kazzy/

XXTTpressNNee 212212--

　【1月】▼ 24　 佐賀市（佐賀県）新総合計画
づくりに市民が参加 ▼ 20　北沿岸５町村 （岩
手県）イベント誘致などでが広域連携協設置▼
18　 川北町（石川県）義務教育の間は医療費無
料化▼11　 山中町（石川県） 「でかけます！町
長室」スタート ▼ 6　白杵市（大分県）市民向
けCATV、インターネット整備へ

　【2月】▼ 14　  横浜市（神奈川県）粗大ごみ
手数料、コンビニで▼ 8　   善通寺市（香川県）
市民総参加で街づくり活性化計画▼27　   焼津
市（静岡県）地域イントラネット整備に着手 ▼
7　交野市（大阪府）行財政改革計画で３０億円
の削減効果見込む▼ 1　 仙台市（宮城県）事業
者対象にごみ減量大作戦

　【3月】▼28　松山市（愛媛県）商業タウン・
マネジメント計画策定委が会合 ▼ 15　八森町
（秋田県）夜間議会で町民が一般質問傍聴▼ 13
　小長井町（長崎県）「町民参加条例」案を可決
▼13　屋久町（鹿児島県）核物質持ち込み拒否
条例制定へ▼1　淡路島（兵庫県）島内１市１０
町がポイ捨て禁止条例を施行

　【4月】▼ 20　  浜松市（静岡県）市独自のデ
イサービススタート▼20　  豊岡市（静岡県） 村
づくりのリーダー養成目指し塾発足▼ 13　  熊
野川町（三重県）流域 3町村つなぎＴＶ会議で
介護保険審査会▼ 12　  大館市（秋田県）広域
圏組合ごみ焼却施設改築・運営でＰＦＩ方式 ▼
5　浜松市（静岡県）部長研修に民間の手法導入

　【5月】▼28　鳴門市（徳島県）ＣＡＴＶ使い
広報番組▼17　大洲市（愛媛県）水道料の一部
を森林再生に ▼16　大垣市（岐阜県）頭脳労働
者支援施設の事業計画を公募▼15　岡山市（岡
山県）光ファイバー使い情報水道構想▼10　花
巻市（岩手県）住宅用太陽光発電導入に補助金

　【6月】▼17　早川町（山梨県）上流文化圏活
動モデルにコミュニティーシンクタンク育成 ▼
16　由岐町（徳島県）情報公開条例に「知る権
利」を盛る▼14　大野、勝山、和泉（福井県）3
市村が環境条例を同時制定▼ 7　 鴨島町（徳島
県）事業評価制など導入へ行財政改革計画▼ 1
　 田野畑村（岩手県）行政サービスを村民が採
点評価 ▼1　 大島町ほか（長崎県）西彼広域連
合が要介護者情報にCG地図

　【7月】▼12　取手市、川口市（茨城県）デー

タ放送で行政情報を実験配信▼10　伊予市（愛
媛県）職員採用に民間試験官を登用▼ 7 　富士
町（佐賀県）県民の森でエコマネー流通▼ 5 　
新見市（岡山県）下水道への光ファイバー敷設
開始▼ 1　 長井市（山形県）ダイオキシン規制
条例を施行

　【8月】▼31　岡山市（岡山県）ＰＦＩで温水
プール建設▼28　浜岡町（静岡県）地域情報化
進めるＣＡＴＶ整備へ ▼ 25　善通寺市（徳島
県）コンビニ通じて広報紙配布 ▼ 1　 富山市
（富山県）ガラス美術館建設に市民の声反映 ▼1
　 南部町（和歌山県）4町村連合の子どもセン
ター情報誌準備号発刊

　【9月】▼28　小浜市（福井県）５市町村でＣ
ＡＴＶ広域運営目指す▼ 29　河北町（宮城県）
有線放送回線をインターネットに活用へ▼18　
梼原町（高知県）「森づくり基本条例」を制定 ▼
18　山形市（山形県）バリアフリーの高齢者ア
パートに助成制度▼ 4　 本渡市（熊本県）公共
事業再評価の条例提案

　【10月】▼25　大館市（秋田県）企業情報デー
タベースづくりに着手▼ 20　篠山市（兵庫県）
ｉモードホームページ開始 ▼17　蟹田町（青森
県）生涯学習の機会拡大で3町村連携▼3　花泉
町（岩手県）事務事業評価システムを導入▼1　
新見市（岡山県）阿新情報化推進協議会が住民
参加型ＨＰ開設

　【11月】▼30　倉敷市（岡山県）　職員倫理条
例案で業者からの贈与禁止▼30　福井市（福井
県）職員採用の国籍条項撤廃を提言▼24　上福
岡市（埼玉県）まちづくりの人材登録「虹ダム
制度」スタート▼15　木頭村（徳島県）地域資
源生かした新エネルギー研究▼ 1　 上越市（新
潟県）自治体設置では全国初の２４時間保育園

　【12月】▼12　竹原市、安芸津町（広島県）セ
ラピー事業を広域連携で推進▼11　北島町（徳
島県）政治倫理条例策定、町民参加の審議会設
置▼ 5　 滝沢村（宮城県）環境に続き品質管理
規格のISO９００１認証取得 ▼5　 伊勢市（三
重県）総合計画の政策目標を数値化して設定 　
▼ 1　 阿波町（徳島県）老人介護などのサービ
ス交換し合う「地域通貨」流通

「全国自治体動向」のデータは、公式サイト

「com212.com」で検索できます。
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早川町   コミュニティ・シンクタンク最前線リポート　

　山梨県早川町は南アルプス

の奥懐にある、人口2千人足ら

ずの鉄道も国道も通っていな

い寒村。ここに日本上流文化圏

研究所が設立されたのは 96年

のことでした。都市文明が発展

する一方で失われてきた地域

の文化を、山の文化と海の文化

の交流を通じて再生・創造する

ことが目的でした。過疎の代名

詞とされる中山間地域が、実は

水系を基本として成り立つ文

化の源流であるとの視点から

動き出したのです。

　■文化の源流を再構築する

　調査研究のテーマは、①最も

純粋な自然に近い上流域にこ

れから生きる人びとの心のよ

りどころとしての哲学と、それ

が生みだす文化の姿を探り出

すこと②世界と日本の上流文

化圏情報の受発信と交流③早

川町新総合計画シンボル施策

の構想立案④早川の生活と産

業の再構築についての立案、上

流文化資源の発掘～などです。

　町を一つの単位として、地域

に密着した調査研究と情報の

受発信に取り組むスタイルは、

新しい形の研究機能であり、

「コミュニティ・シンクタンク」

のモデル的な存在となってい

ます。2000年度からはここを

起点にコミュニティ・シンクタ

ンクの存立条件を探る共同研

究が、地方シンクタンクなどと

の間でスタートしました。

　コミュニティ密着でありな

がら、広範な人材と研究機能を

ネットワークした組織態勢が

極めて特徴的といえます。これ

は、世界や日本全国からの視

点、地元からの視点、そして都

市からの視点という３つの視

点から、人材を求めたことによ

ります。ネットワークの広がり

の背景には、92年に全国の知

恵を結集して開催した「ゆうげ

し集会」の存在があります。

　■多彩な人材をネットワーク

　理事会、事務局は、地元の住

民を中心に構成し、全国の地域

づくりのリーダーや大学・シン

クタンク研究者、企業関係者、

学生らが協力員のネットワー

クを組んでいます。その顔ぶれ

は多彩で、環境や地域づくりの

研究に成果をあげている民間

の研究所や、早川を支援しよう

という企業のスタッフの参加

が、活動がより深く幅広いもの

にしています。また、研究テー

マに共鳴した大学の研究機能

も導入されています。

　町民主体の研究活動も活発

に展開されています。郷土料

理、遊びとおもちゃの研究、文

化としての掘り起こしや、古道

探索や水環境の現地調査、古文

書研究などに取り組んでいま

す。町内の空き家の現状を把握

しながらデータベース化し、地

域の資源として有効活用の道

を探るといった取り組みも進

められています。

地域密着の調査研究と情報発信

日本上流文化圏研究所の組織態勢
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BOOKBOOKBOOKBOOKBOOK
　　　　　　　　　★オススメ　◎入門向け

　【条例づくり関連図書】

　●市民主体の環境政策（パブ叢書、上・下2

巻）　環境条例などの作成の実例を検証しなが

ら、市民参加による政策決定の可能性を考え

る。高橋秀行著、公人社刊。各巻1900円、2000

年 7月発行。

　★自治の時代のパートナーシップ～住民の

側に立つ公務員像を求めて　空缶条例、ごみ

条例などの実例を紹介しながら、住民の側に

立つ自治体職員のあり方を探る。清水武彦著、

ねっとわーく京都刊行委員会刊。1800 円、

2000年 6月発行。

　●ローカル・ルールをつくろう（年報自治体

学第 13号）　都市づくりを例として国の法制

度の限界と、ローカル・ルールの可能性を追

求。自治会・町内会などのコミュニティ・レベ

ルのルール形成についても考察する。自治体

学会編、良書普及会刊。2800円、2000年5月

発行。

　●条例規則の読み方・つくり方～市町村の

実例を中心として　「ＮＰＯ条例」「介護保険条

例」「高齢者福祉総合条例」を参考収録。上田

章・笠井真一著、学陽書房刊。4000円、2000

年 4月発行。

　●地方自治体新条例集～２０００年版　イ

マジン自治情報センター編集、イマジン出版

刊。5000円、2000年 4月発行。

　●条例の制定と運用～実効性確保のための

実情調査研究　条例の制定過程や運用の方法、

特に市民の関与のあり方にも踏み込んだ調査

リポート。神奈川県自治総合研究センター、公

人社刊。2800円、2000年 3月発行。

　●市民がつくる東京の環境・公害条例～東

京都公害防止条例改正市民（地方自治ジャー

ナルブックレット 25号）　東京都公害防止条

例改正市民案をつくる会・市民フォーラム２

００１、公人の友社刊。1000円、2000年2月

発行。

　◎分権型社会と条例づくり（地方自治土曜

講座ブックレット51号）　篠原一著、公人の友

社刊。1000円、99年 11月発行。

　●条例づくりが地域をかえる～第12回「地

方新時代」市町村シンポ報告書　分権時代に

対応した政策づくり、条例づくりの指針。市町

村シンポジウム実行委員会編、公人社刊。2200

円、99年 7月発行。

　●政策法学と自治体条例～やわらか頭で条

例を作ろう（法学の泉）　阿部泰隆著、信山社

出版刊。2200円、99年 6月発行。

　【バックナンバーのご案内】

　「BOOK」シリーズでは、これまでに以下の

テーマに関連した最近刊行の図書・出版物を

紹介しています。詳細な内容については、各号

の紹介欄、または公式サイト「com212.com」

のホームページ上でご覧下さい。

　■　分権元年　………………　2号

　■　地方債格付け　…………　3号

　■　財政運営　………………　3号

　■　情報公開　………………　5号

　■　市町村合併　……………　4、10号

　■　情報公開　………………　5号

　■　ＰＦＩ　…………………　9号

　■　ＩＳＯ 14001　…………　11号

　■　ＩＴ革命　………………　13号

　■　公共事業問題　…………　14号

　■　地域医療・介護　………　15号

　■　生涯学習　………………　16号

　■　エコマネー　……………　17号

　■　住民投票　………………　18号

公式サイト　http://www.com212.com
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　ＰＭ実践講座・地域メディア研究所の公式サイトを 2001年 1月 1日より開設いたします。

　全体のテーマは「新世紀のコミュニティづくりを考える」とし、地域の住民情報、行政情報を

橋渡ししながら、新しいまちづくりを進めるための材料を提供していきます。従来のWEB版で

は一部の資料、記事の提供にとどまっていましたが、実践講座・オンラインプレス「ＮＥＸＴ

212」とも完全リンクした形で、情報を受発信します。

　特に、北海道内の自治体トップ、職員や、コミュニティづくりに取り組む住民のみなさんに

とって役立つ情報の提供と、ネットワークづくりに力を注ぎたいと思います。情報サロン・交流

プラザ的な機能の充実にも努めますので、多くのみなさんの参加を期待しております。

　また、サイトの運営、「ＮＥＸＴ 212」の編集について、ご意見ご提言をいただければ、是非

参考にさせていただきたいと思います。

　■ＵＲＬ　　　　http://www.com212.com

　■主な内容

　　　⑴　自治体ＮＥＷＳ　……………　全国のコミュニティの新しい動き

　　　⑵　ＷＥＢ   ＴＯＰＩＣＳ　……　道内コミュニティＨＰの最新情報　

　　　⑶　最前線リポート　……………　全国、道内の先進的な取り組みのリポート

　　　⑷　コラム　

　　　⑸　フォーラム　…………………　ＰＭ実践講座関連の記事、資料、交流プラザ

　　　⑹　データ　

　■問い合わせ先　ＰＭ実践講座事務局 /地域メディア研究所

　　　　　　　　　電　話　011（761）6039　ＦＡＸ　011（761）8483

　　　　　　　　　E-mail : webmaster@com212.com

Information
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ご　挨　拶

　「ＮＥＸＴ212」は7月10日の創刊以来、20号までとどりつきました。この間、さまざまな

ご助言や励ましをいただきありがとうございました。

　まだ試行錯誤を重ねながらの発行ですが、少しでもまちづくりのお役に立てる内容の充実を

目指したいと思います。今後とも、ご助言をいただければ幸いです。

　新世紀最初となる次号は 1月 9日に配信を予定してます。

　どうぞ、良いお年、素晴らしい世紀をお迎え下さい。

地域メディア研究所


